
 

 

 

 事業年度の前年９月末までに「宍粟市道路等公共施設整備促進事

業の要望書」の提出が必要。 

 

 生活に密着して利用されている公共施設（法定外公共物）等について、その良

好な維持・管理の促進のため、修繕等に要した経費の一部を市が負担します。 

（対 象 者） 

 地元自治会（申請は自治会長名。法定外公共物等が字界に存在する場合は、原

則として実際に管理を行っている側の自治会） 

（対象施設） 

 宍粟市法定外公共物条例第２条に規定する自治会で主体的に管理されている

道路または水路並びに建設課が所管する市道、河川及び行政財産で、機能向上・

補修等の必要が認められるもの。 

ただし、農道及び農業用水路、林道でその補助対象となる施設は除きます。 

（対象事業） 

道 路・・・幅員 0.9ｍ以上の道路（里道等）の舗装・修繕・改築等 

水 路・・・幅員 0.2ｍ以上の水路の入替え・修繕・改築等 

 

 

 

 

（実施方法） 

原材料の支給、または改修費用負担（業者への作業委託）を選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宍粟市道路等公共施設整備促進事業について 

Ａ 原材料支給 

自治会で直接施工する場合 

①支給要件 

市の査定により 10 万円以上の原材料が

必要と認められる場合  

②負担対象額 

10/10（上限 50万円）※市査定額 

③原材料等 

土砂、砕石、生コンクリート、その他原材

料、鉄製品、コンクリート二次製品等 

④支給方法 

指定場所（大型車の進入可能な所まで） 

Ｂ 改修費用負担（作業委託） 

自治会が業者等に施工を委託する場合 

①負担要件 

委託業者の見積額を市で査定し、20 万

円以上の費用が必要と認められる場合 

②負担対象額 

１/２（上限 100 万円）※見積額と市査定

額のうち少ない方の１/２ 

③支払い方法 

自治会から施工業者へ代金を全額支払

い後、市負担分を自治会へ支払い 

[対象にならない事業] 

隣接土地所有者が改修に反対している場合。その他、特定の者に対し便宜を供与する場合

【例】分譲地等の開発に伴う擁壁、水路等の整備で本来事業者が負担すべきもの） 

 



（申請条件） 

 原材料支給・改修費用負担は、１年（１会計年度）につき各１回の申請ができ

ます。ただし、同一箇所に併用することはできません。 

 

（備 考） 

 事業予算に限りがありますので、申請前に必ず建設課へご相談下さい。 

 また、採択を受けた事業は必ず年度内に完了して下さい。 

 

○提出書類・申請フロー 

（事前申請）             事業年度の前年９月末まで 

１．宍粟市道路等公共施設整備促進事業の要望書 

（申請時）                    着手より 30 日以前 

１．道路等公共施設整備促進事業申請書 

  ・位地図（住宅地図等） 

  ・現況写真（現地の状況が確認できるもの４カット程度） 

２．見積書 ※宛名は自治会 

  ・内訳明細書（数量が明記されているもの） 

・平面図及び施工図面（内訳書の数量がわかるもの） 

（完了後）                    完成から 30 日以内 

１．道路等公共施設整備促進事業完了報告書 

２．補助金等請求書（自治会口座を記入） 

  ・入金口座の通帳コピー等（口座名義がわかるもの） 

３．工事写真（着手前・工事中・完成後） 

４．出来形展開図（延長、舗装工が確認できる図面） 

５．領収書（コピー） ※宛名は自治会 

※事前着手は不可 

自治会への負担金支払い 

（概ね 40 日以内に自治会口座へ振込）

み） 

着手・完成・支払い 

 

       

問合先 宍粟市 建設部 建設課 管理係 

（TEL）0790－63－3068 

交付決定 

 

検 査 ※不備がある場合は手直し指示 


